
私
わたし

はアディクトなのだろうか？

この問
と

いに答
こた

えられるのはあなただけ。

　この質
しつ

問
もん

には、そんな簡
かん

単
たん

に答
こた

えは出
で

ないかもしれな

い。使
つか

っていたとき、私
わたし

たちはいつもこう自
じ

分
ぶん

に言
い

い聞
き

か

せていた。「ほどほどにやっているのだから問
もん

題
だい

はない」。

そう、たしかにはじめはほどほどにやれたかもしれない

が、いつのまにかそうはいかなくなり、やがて自
じ

分
ぶん

が薬
やく

物
ぶつ

に振
ふ

り回
まわ

されるようになった。私
わたし

たちは使
つか

うために生
い

き、

生
い

きるために使
つか

っていた。このように、アディクトとは、

一
ひと

言
こと

でいえば人
じん

生
せい

そのものを薬
やく

物
ぶつ

に支
し

配
はい

された人
にん

間
げん

だとい

える。

　あなたは自
じ

分
ぶん

に薬
やく

物
ぶつ

の問
もん

題
だい

があることは認
みと

めることがで

きても、アディクトだとまでは思
おも

っていないかもしれな

い。アディクトについてはいろいろな思
おも

い込
こ

みがあるだろ

う。けれども、アディクトだからといって、恥
はじ

だと思
おも

う必
ひつ

要
よう

など何
なに

もない。ただしそのためには前
まえ

向
む

きの行
こう

動
どう

を取
と

る

必
ひつ

要
よう

がある。あなたにも私
わたし

たちと同
おな

じ問
もん

題
だい

があることがわ

かったら、私
わたし

たちの解
かい

決
けつ

方
ほう

法
ほう

にも共
きょう

感
かん

してもらえると思
おも

う。次
つぎ

に挙
あ

げた質
しつ

問
もん

は、ナルコティクス アノニマスで回
かい

復
ふく

の道
みち

を歩
あゆ

むアディクトたちが作
さく

成
せい

したものだ。自
じ

分
ぶん

がア

ディクトかどうか、いまは納
なっ

得
とく

できていないかもしれない

が、ちょっとだけ時
じ

間
かん

をさいて、次
つぎ

の質
しつ

問
もん

を読
よ

み、できる

だけ正
しょう

直
じき

に答
こた

えてみていただきたい。

1． ひとりで使
つか

ったことは？ ある□  　ない□

2． たまたまあのときの薬
やく

物
ぶつ

がいけなかったのだから

と、ほかの薬
やく

物
ぶつ

に変
か

えてみたことは？

  ある□  　ない□

3． 処
しょ

方
ほう

薬
やく

を手
て

に入
い

れるために、医
い

師
し

にうそをついた

り、ごまかしたりしたことは？ ある□  　ない□

4． 薬
やく

物
ぶつ

を盗
ぬす

んだことは？　薬
やく

物
ぶつ

を手
て

に入
い

れるために盗
ぬす

みを働
はたら

いたことは？ ある□  　ない□

5． 目
め

が覚
さ

めたときと、就
しゅう

寝
しん

前
まえ

にはかならず薬
やく

物
ぶつ

を使
つか

っ

ているか？ はい□  いいえ□

6． ひとつの薬
やく

物
ぶつ

の作
さ

用
よう

を抑
おさ

える目
もく

的
てき

で、ほかの薬
やく

物
ぶつ

を

使
つか

ったことは？ ある□  　ない□

7． 薬
やく

物
ぶつ

を使
つか

うことを認
みと

めてくれない人
ひと

や場
ば

所
しょ

を避
さ

けて

いるか？ はい□　いいえ□

8． どういう薬
やく

物
ぶつ

なのか知
し

らず、使
つか

ったらどうなるかも

わからないのに、使
つか

ってみたことは？

  ある□  　ない□

9． 薬
やく

物
ぶつ

の効
き

き目
め

がまだ残
のこ

っていたために、仕
し

事
ごと

や学
がく

業
ぎょう

がうまくいかなかったことは？ ある□  　ない□

10．薬
くすり

を使
つか

って捕
つか

まったことは？ ある□  　ない□

11．どんな薬
くすり

を、どのぐらい使
つか

ったのかと聞
き

かれ、うそ

をついたことは？ ある□  　ない□

12．ほかの支
し

払
はら

いがあるのに、その金
かね

を薬
やく

物
ぶつ

に使
つか

ったこ

とは？ ある□  　ない□

13．使
つか

うのをなんとかやめよう、量
りょう

を減
へ

らしてみようと

したことは？ ある□  　ない□

14．薬
やく

物
ぶつ

のせいで、刑
けい

務
む

所
しょ

や病
びょう

院
いん

、薬
やく

物
ぶつ

のリハビリテー

ションセンターに入
はい

ったことは？　ある□ 　ない□

15．薬
やく

物
ぶつ

を使
つか

っているために、夜
よる

眠
ねむ

れなかったり、食
しょく

欲
よく

が落
お

ちたりしているか？ はい□  いいえ□

16．使
つか

える薬
くすり

がもう残
のこ

っていないと思
おも

ったら背
せ

筋
すじ

が凍
こお

りつくような気
き

持
も

ちになるか？ はい□  いいえ□

17．薬
やく

物
ぶつ

なしでは生
い

きていけないと思
おも

っているか？

  はい□  いいえ□

18．自
じ

分
ぶん

が正
しょう

気
き

ではないと思
おも

ったことは？

  ある□  　ない□

19．薬
やく

物
ぶつ

のために、家
いえ

の中
なか

が不
ふ

幸
こう

に見
み

舞
ま

われているか？

  はい□  いいえ□

20．薬
くすり

がなかったら、人
ひと

のなかに溶
と

け込
こ

むことも、楽
たの

し

くやれることもないだろうと思
おも

っているか？

  はい□  いいえ□

21．使
つか

っていることで防
ぼう

衛
えい

的
てき

になったり、罪
ざい

悪
あく

感
かん

をもっ

たり、恥
はじ

さらしだと思
おも

ったりしたことは？

  ある□  　ない□

22．薬
やく

物
ぶつ

のことでいつも頭
あたま

がいっぱいか？

  はい□  いいえ□

23．理
り

屈
くつ

に合
あ

わない不
ふ

安
あん

や、とらえどころのない恐
おそ

れを

感
かん

じたことは？ ある□  　ない□

24．薬
くすり

のために、性
せい

的
てき

な関
かん

係
けい

にまで影
えい

響
きょう

が及
およ

んでいる

か？ はい□  いいえ□

25．やりたくない薬
やく

物
ぶつ

にまで手
て

を出
だ

したことは？

  ある□  　ない□

26．つらいから、あるいはストレスがあるからといって

薬
やく

物
ぶつ

を使
つか

ったことは？ ある□  　ない□

27．薬
やく

物
ぶつ

の種
しゅ

類
るい

はともかく、過
か

剰
じょう

摂
せっ

取
しゅ

したことは？

  ある□  　ない□

28．よい結
けっ

果
か

が出
で

ることは決
けっ

してないのに、それでも使
つか

い続
つづ

けているか？ はい□  いいえ□

29．自
じ

分
ぶん

には薬
やく

物
ぶつ

の問
もん

題
だい

があるかもしれないと思
おも

うこと

は？ ある□  　ない□

 

　「私
わたし

はアディクトなのだろうか？」  この問
と

いに答
こた

えられ

るのはあなたしかいない。私
わたし

たちもこの質
しつ

問
もん

に答
こた

えてみた

ところ、「ある」あるいは「はい」の数
かず

は仲
なか

間
ま

によってみ

な違
ちが

っていた。このように、「ある／はい」の数
かず

は問
もん

題
だい

で

はない。大
だい

事
じ

なのは、私
わたし

たちは心
こころ

のなかでどう思
おも

っていた

か、だ。アディクションのために自
じ

分
ぶん

の人
じん

生
せい

はどうなった

のだろうか。

　上
うえ

の質
しつ

問
もん

のなかには、薬
やく

物
ぶつ

のことに触
ふ

れていないものも

ある。それは、アディクションが、人
じん

生
せい

のあらゆる領
りょう

域
いき

―最
さい

初
しょ

は薬
やく

物
ぶつ

とはあまり関
かん

係
けい

のないように思
おも

われる領
りょう

域
いき

―にも影
えい

響
きょう

が及
およ

ぶ病
びょう

気
き

で、自
じ

分
ぶん

でも気
き

づかないうちに進
しん

行
こう

しているからだ。「私
わたし

はそんな薬
くすり

は使
つか

わなかった」とい

うまえに、なぜ薬
やく

物
ぶつ

を使
つか

ったのか、そのために自
じ

分
ぶん

はどう

なったのかに目
め

を向
む

ける必
ひつ

要
よう

がある。

　私
わたし

たちも、この質
しつ

問
もん

をはじめて読
よ

んだとき、自
じ

分
ぶん

はア

ディクトかもしれないと思
おも

っておそろしくなった。そこ

で、そんな考
かんが

えを振
ふ

り払
はら

おうとした。

　 「こんな質
しつ

問
もん

、ぜんぜん筋
すじ

がとおってないじゃないか」

とか、

　 「私
わたし

には当
あ

てはまらない。たしかに薬
やく

物
ぶつ

はやったけれ

ど、自
じ

分
ぶん

はアディクトなんかじゃない。いま、精
せい

神
しん

的
てき

に／

家庭に／仕事に問
もん

題
だい

を抱
かか

えているだけだ」

とか、

 　「毎
まい

日
にち

がめちゃくちゃなんだ。それをどうにか元
もと

に戻
もど

そ

うとして、今
いま

はかなり参
まい

っているんだ」

とか、

　あげくの果
は

ては、「いい仕
し

事
ごと

があったら、いい人
ひと

にめぐ
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私
わたし

はアディクト
なのだろうか？

®

Narcotics Anonymous®

1．私
わたし

たちはアディクションに対
たい

して無
む

力
りょく

であり、生
い

き

ていくことがどうにもならなくなっていること。

2．この病
びょう

気
き

にかかったのは自
じ

分
ぶん

の責
せき

任
にん

ではないが、回
かい

復
ふく

には責
せき

任
にん

があること。

3．自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

のアディクションを人
ひと

や場
ば

所
しょ

や何
なに

かのせい

にはできないこと。自
じ

分
ぶん

の問
もん

題
だい

や感
かん

情
じょう

にきちんと向
む

き合
あ

わなければならないこと。

　回
かい

復
ふく

の最
もっと

も強
つよ

い味
み

方
かた

になってくれるのは回
かい

復
ふく

の道
みち

を歩
あゆ

む

アディクトたちだ」。*

　*  『ナルコティクス アノニマス』（ベーシックテキスト）
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りあえたら、こうなったなら、ああなりさえすれば、すぐ

にでもやめられるんだ」等
などなど

々。

　もしあなたがアディクトだとしたら、回
かい

復
ふく

に向
む

かって行
こう

動
どう

を起
お

こす前
まえ

に、まずはやらなければならないことがあ

る。それは、自
じ

分
ぶん

には薬
やく

物
ぶつ

の問
もん

題
だい

があるのだと認
みと

めること

だ。上
うえ

の質
しつ

問
もん

に正
しょう

直
じき

に答
こた

えたのなら、薬
やく

物
ぶつ

を使
つか

ったために

生
い

きることがどうにもならなくなっていることが見
み

えてき

たはずだ。アディクションという病
びょう

気
き

は、回
かい

復
ふく

しないかぎ

り、刑
けい

務
む

所
しょ

か施
し

設
せつ

、あるいは墓
はか

場
ば

に行
い

き着
つ

くしかない。私
わたし

たちの多
おお

くも、薬
やく

物
ぶつ

のために自
じ

分
ぶん

がやりたいことさえでき

なくなったことに気
き

づいてやっとナルコティクス アノニ

マスにつながった。アディクションのためにプライドも自
じ

分
ぶん

を尊
そん

敬
けい

する気
き

持
も

ちももてなくなった。家
か

族
ぞく

も、愛
あい

する人
ひと

も失
うしな

い、生
い

きたいという欲
よっ

求
きゅう

さえも奪
うば

われた。あなたの場
ば

合
あい

、アディクションのためにまだそこまで行
い

っていないの

なら、何
なに

もかも失
うしな

うまで待
ま

つことはない。ほんとうの地
じ

獄
ごく

は自
じ

分
ぶん

の心
こころ

のなかにあったのだと私
わたし

たちは気
き

づいた。あな

たも助
たす

かりたいと思
おも

うのなら、ナルコティクス アノニマ

スという仲
なか

間
ま

の集
あつ

まりのなかに助
たす

けがあるのだ。

　「自
じ

分
ぶん

から助
たす

けを求
もと

め、答
こた

えを求
もと

めていたらナルコティ

クス アノニマスにたどり着
つ

くことができた。敗
はい

北
ぼく

感
かん

を背
せ

負
お

って NAのミーティングに初
はじ

めて出
で

たときは、そこに何
なに

が待
ま

っているのかまったく分
わ

からなかった。一
いち

度
ど

ならず、

何
なん

回
かい

かミーティングに出
で

ているうちに、周
まわ

りの人
ひと

たちが私
わたし

たちのことを気
き

にかけ、助
たす

けの手
て

を差
さ

し伸
の

べてくれている

ことに気
き

づくようになった。内
ない

心
しん

、絶
ぜっ

対
たい

にうまくいくはず

などないと思
おも

っていたのに、NAの仲
なか

間
ま

たちに必
かなら

ず回
かい

復
ふく

で

きると言
い

われ、それが希
き

望
ぼう

になった。（中
ちゅう

略
りゃく

）仲
なか

間
ま

のアディ

クトたちのなかにいる私
わたし

たちはもう独
ひと

りぼっちではないこ

とが分
わ

かった。ミーティングのなかで起
お

こること、それは

回
かい

復
ふく

だ。私
わたし

たちの生
せい

命
めい

は危
き

機
き

に瀕
ひん

している。回
かい

復
ふく

を最
さい

優
ゆう

先
せん

に考
かんが

えることができるなら、このプログラムは効
こう

果
か

がある

ということだった。そこで、受
う

け入
い

れがたい三
みっ

つの現
げん

実
じつ

に

向
む

き合
あ

ってみた。




